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 [1] 子音の有声化 ビルマ語の研究において、「子音の有声化」と呼ばれる現象がある。
例えば、動詞/pyouN:/「微笑む」は重複すると/pyouN:-byouN:/という形になる。ビルマ語学
の分野で最も影響力の強い研究は Okell (1969a, b)である。 
 [2] 音節構造 単音節の動詞 X を重複すると X^X になる。二音節の動詞 XY を重複する
と X^XY^Y になる。*XY^X^Y にはならない。即ち、第１音節を重複し、更に、第２音節
を重複する。
                                                        
1 ビルマ語は、シナ・チベット語族のチベット・ビルマ語派ビルマ・ロロ語群に属し、ミャンマー連邦の
公用語である。本稿では以下の音韻表記を用いる。［ ］内は国際音声字母(IPA)による。子音は全部で 33
個ある。 / p, t, s, c[], k, T[], ph[], th[], sh[], ch[], kh[], b, d, z, j[], g, D[], m, n, ny[], ng[], 
hm, hn, hny, hngh, l, hl[],w, hw[], y[], S [], -'[] /である。子音と母音の間に入る介子音
は/ -y-[--] / / -w- /を挿入する。後続の音に同化する鼻音[]は全て/ N /で表記する。母音には/ a, e, i, o, u, E[], 
O[] /の 7 種類がある。また、軽声化した母音は/ A /で表す。この軽声化母音には声調の区別が無い。声調
は下降調/ -. / (高いところから急激に下降する)、低平調/ -_ /(低く平らで長い)、そして高平調/ -: / (高く平
らで長い) の 3 つがある。本稿での声調の名称は加藤 (1998) にならった。 
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 [3] 声調 Okell (1969a: 21)によれば強調される際、低平調 ( _ )であった最後の音節が下
降調 ( . ) に変化する。即ち、tO_-^tO_「かなり」が tO_-^tO.に変化するのである。 
 
2.2. 形態的特徴 
 原田 (1966: 182) によれば X と Y をそれぞれ音節とすると、動詞重複は XX 型、XXYY





 Okell (1969a: 78) は動詞重複を動詞から派生した名詞と捉え、他の自立語と結合する事
によって複合名詞になると述べた。Okell (1969a: 49) は二つ以上の要素 (動詞や名詞) から
成り立つ名詞を複合名詞と呼んでいる。これは、修飾・被修飾の関係が見られるものとそ
うでないものの二種類に分かれる。派生名詞としての動詞重複を含む複合名詞は修飾・被
修飾関係にある。その中で中心的機能をもつ要素を head (主要部) 、そして残りの要素は







(1) pya_-^pya_  'eiN:ji_  「青い上着」 
   青い-青い   上着      (Okell 1969a: 81) 
 
 主要部を既に発話文の前で述べていたり、話し手が了解していたりする場合には、しば
しば例文 (2) のように主要部の名詞 (例文 (2) の場合は「ジャケット」) が省略される。 
 
(2) wE_-^chiN_-^ta_-^ka.  kha' -thu_ -^thu_「買いたいのは厚めの（ジャケット）」 




動詞及び動詞句を修飾する動詞重複には、助詞-nE.が後置する事もある (例文 (3) )。 
 
(3) yaiN:-yaiN:-nE.   pyO:-^tE_  「荒々しく話す」 
   野蛮だ-野蛮だ-INS  話す-VSM/r   (Okell 1969a: 137) 
口語ビルマ語における派生名詞としての動詞重複 
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2.3.2.2. 名詞補語のついた動詞重複 
 例文 (4) のように重複している動詞自体 (Si.-Si.) に名詞補語 ('eiN_dAye_) が付随する
事もある。動詞重複自体に名詞補語がつき、全体で動詞修飾するものを Okell (1969a) は
Complemented Adverbs と呼ぶ。 
 
(4) 'eiN_dAye_-Si. -Si.  thaiN:-^tE_   「上品に座る」 
   威厳-ある-ある  座る-VSM/r   (Okell 1969a: 137) 
 
2.4. 意味的特徴 




 形態的な特徴の分析には「ビルマ (ミャンマー) 語辞典」 (大野 2000) で見出し語とな
っている動詞重複合計 552 例を扱った。そして、動詞重複が現れる統語的環境を考慮しな
がら、口語体で書かれた三つの言語資料から例文を収集した。 
 (a) BURMESE CHRESTOMATHY3 (Cornyn: 1957) 
 (b) NHK ラジオ日本・ビルマ語番組『フォーカス』原稿 (2005.5.~2005.8.放送) 
 (c) pye:ne_^tE.lu_yE.myE'hna_ mo:le_po_'ApE'khaN_ya.hma_4 (Maung Tharyar: 1996) 
 また、収集した例をもとにヤンゴン方言話者の 4 人にアンケートを依頼した。 
 年齢 氏名 出身 備考 
A 40 代 Hnin Thazin マンダレー 会社員、女性。 
B 30 代 Thet Tun Khain エーヤワディ 大学院生、男性。 
C 30 代 Khin Aye Nge ヤンゴン 会社員、女性。 




 動詞重複は初頭子音が有声化可能であるものは、例 (5) のように後続する音節が有声化
するという規則を持つ。ただし、上で述べたように、その音節が声門閉鎖音で終わる場合
には有声化は無く、例 (6) のようになる。 
 
 XX 型 
(5) kauN:「良い」  → kauN:-gauN:「良く」  (大野 2000: 26) 
   (無声)   (無声-有声) 
                                                        
3 Cornyn が自らの言語研究の為に、物語の読み聞かせ等を録音し、書き起こした。 
4 言語資料 C は口語体小説『走っている人の顔には、余計雨が当たるんだよ』である。 
大塚 行誠 
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 音節が声門閉鎖音で終わり、有声化しない場合 
(6) tei'「静かだ」  → tei'-tei'「静かに」   (大野 2000: 266) 





 XXYY 型 
(7) Te_ja_「確かだ」 → Te_De_cha_ja_「確かに」  (大野 2000: 720) 
   (無声 1-有声 2)  (無声 1-有声 1-無声 2-有声 2) 
(8) thu:-zaN:「稀だ」 → thu:-du:-shaN:-zaN:「変に」 (大野 2000: 282) 
    異なる-珍しい  異なる-異なる-珍しい-珍しい 
   (無声 1-有声 2)  (無声 1-有声 1-無声 2-有声 2) 
 
 (7) と (8) の例で興味深いことは、重複しない形の「有声 1」 (例えば (7) の j) は、重
複した形では「無声 2-有声 2」 (例えば (7) の ch と j) になっている。即ち、j が無声化し
て ch になっている。「無声-有声」のパターンに合わせる為、無声化したのであろう。 
 (7) と (8) に挙げた XY 型の動詞は「無声 1-有声 2」のパターンである。もし XY 型の
動詞に「無声 1-無声 2」のものがあれば、これも、「無声 1-有声 1-無声 2-有声 2」になるで
あろう。しかし、XY 型の動詞で「無声 1-無声 2」のものは見つかっていない。(私が延べ
660 語の単音節動詞を調査した結果、有声子音/ b, d, z, j, g, D /で始まるものは俗語や外来語
を除き見つからなからなかった。「有声 1-有声 2」のペアも無いと考えられる。) 







 重複を起こす動詞は固有語であり、Ta'pE_-「神々しい」 (パーリ語の Sappāya から) や
DAda_-「寛容だ」 (パーリ語の Saddhā から) といった外来の多音節動詞が重複する事は無
い。例文 (9) のように助動詞を含む動詞句が重複する事もあるが、今回の調査では 2 例と
ごく僅かであった。例文 (10) のように二つ以上の動詞が重複することもある。 
 
(9) lV_-lV_-chiN_-^chiN_       「喜んで」 
欲しい-欲しい-したい-したい        (大野 2000: 638) 
(10) 'Amwe:-'AtauN_-^ka.  seiN:-^seiN:-pya_-^pya_-Swe_-Swe_ 
毛 -羽根 -NOM   緑の-緑の-青の-青の-黄金の-黄金の 
口語ビルマ語における派生名詞としての動詞重複 
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-tau'-tau'-pyauN_-^pyauN_  'iN_mAtaN_ hla.-^tE_ 
-光る-光る-輝く-輝く  とても  美しい-VERBAL(1) 





ごく僅かであるが、辞書にあった特殊なパターン例としては XXXX 型動詞重複 (1 例)、
XYXY 型動詞重複 (4 例)、そして XXY 型動詞重複 (1 例) がある。他に、Complemented 









語が前置している。この動詞重複は必ず被修飾名詞に前置し、Okell の指摘した Headless 
Attribute として動詞重複が単独で現れる事は無い。 
 
(11) 'AtwiN:-ca.-^ca.  ni:na_-^twe_-nE.  ni:byu_ha_-^twe_-^ko_  
内部-落ちる-落ちる  方法-PL-INS 策略-PL-ACC 
'ApyiN_-lu_-^ko_ na:lE_-DAbO:pau'-se_-^chiN:-phyiN. kouN_pAni_-^ko_ 
外-人-ACC 分かる-理解する-(使役)-事-INS 会社-ACC 
'A-kauN:-shouN: ka_^kwE_- hnaiN_-hma_  phyi' -pa_-^tE_ || 
A-良い-終わる 守る-出来る- NOMLZR(2)  である-pl-VERBAL(1) 
「 (会社による) 綿密な計画や戦略を外部の者に知らしめる事が、会社を最も良い状態で
保てる事になるだろうと考えたのです」 (資料 B: 2005 年 5 月 18 日) 
 
4.3.2. XYY型の動詞重複について 
XYY 型の動詞重複 33 例を分析したところ、全てにおいて名詞修飾が可能であるという
特徴がコンサルタント B への質問から分かった。XYY 型動詞重複において、被修飾名詞
と動詞重複の統語的位置関係は決まっていない。ただし、固有名詞が被修飾名詞として置
かれる場合は必ず XYY 型動詞重複が先行する。 
 
(12) cu'sha'sha' kauN_mAle:  「短気な女」 
    苛々して 女 
大塚 行誠 
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(13) kauN_mAle: cu'sha'sha'   「短気な女」 







(14) 【1】'E:di_-cauN:-hma_ 【2】 di_-^kauN_-^ka. 【3】 tha.thE'- pi:^tO. 
     その-学校-LOC   この-奴-NOM   立ち上がる-～てから  
 'iN_gAlei'sa_-TiN_-ne_-tE. 'AcheiN_-hma_ me:-^ta_ 
 英語-文-学ぶ-(継続)- 時間-LOC 訊く-NOMLZR(1) 
「その学校ですっくとこいつは立ちあがって、英語の時間に訊いたのだった」(資料 C: 59) 
kha'=ti_^ti_(やや-真直ぐに-真直ぐに)を挿入した場合。 
例文番号 【1】 【2】 【3】 
ポイント 0 4 7 
全回答 × × × × × △ ○ △ ○ △ ◎ △ 
kha'=ti_^ti_-nE. (やや-真直ぐに-真直ぐに-INS)を挿入した場合。 
例文番号 【1】 【2】 【3】 
ポイント 9 12 12 



































形が作れる点も Okell (1969a: 44) の指摘している。co:za:「努力する」という動詞が命令形
を作れ、過去の出来事としか解釈出来ない理由から動作動詞に分類される。その為、例文 
(15) のように関係詞を使った形での名詞修飾は出来ても、例文 (16) のように動詞重複に
よる名詞修飾は不可能なのである。 
 
(15) co:za:-ne_-dE.   cauN:Da:-dwe_ 「努力する学生達」 
    努力する-(継続)-REL(1) 学生-PL 
(16)*co^co:sa:za:   cauN:^Ta:-^twe_ 












格、NOM:主格、NOMLZR(1):名詞節 (叙実法)、NOMLZR(2):名詞節 (叙想法)、PL:接尾辞 (複
数)または助詞 (動作の複数性)、POL:助詞 (丁寧)、POSS:所有、REL(1):関係節 (叙実法)、
VERBAL(1): 動詞文 (叙実法)、VERBAL(2):動詞文 (叙想法)。 
大塚 行誠 
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